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 論文内容の要旨
動物が行動する時
 重要な手掛りとなる。ラットにとってヒゲ
モ
 は外部空間情報を得るための重要な感覚鵬1
}
 器の…つであるといわれている。実際に、
 大脳皮質の一次体性感覚野でラットのヒ 感覚受容器
 (ヒゲ)
 ゲの感覚情報処理のために使われている
 皮質面積の割合は他の動物と比較すると
 し._____耐
非常に大きく、ラットにとっ
て大事な感覚器
過去に行わ
一次体性感
激を受ける
報は一次求
nerve)を経由
核(Sp50二spi
spin&1毛rig
受けており
核VP蝋ventr
伝達され、
ばれる領域
経路を介し
い神経結合関
と呼ばれて
たる一連の
ドにいたる
告されてい
床核VPmには
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生理学的な相
VPmの神経細胞
り、POmの神経
られている。
ていることが
経回路の機能
破壊実験に先
ヒゲの刺激方
を行わせるも
ズルをなめる
場合には、ス
が続行されるが、鍛0.90試行でノズルなめた場合には、
として葺0-gO試行が繰り返される。どの個体も2ヶ月
ど訓練するとこの課題を高い正反応率(>90%)で遂
 できるようになった。
 トレーニング終了後、各神経核のヒゲ刺激方向弁別
 との関わりを調べるために、それらを通電によって焼
 灼した。ヒゲの刺激方向弁別課題を90%以上の正答率
 で行えるようになったラットの、毛帯路系および毛
 帯外路系に含まれる三叉神経核(Pr5,Sp5i)と視床
 核(VPm,POm)に破壊操作を行った。その結果、
 毛帯路系に含まれる神経核(Pr5,VP狙)を破壊した
 グループに関しては破壊後に誤答率が有意に上昇し
 た(p<o.05)。一方、毛帯外路の神経核(s頭i,POm)
 を破壊したグループは破壊前後で課題の誤答率に有
 意な変化は見られなかった(Flg・3)。以上の結果か
 ら、1本のヒゲの刺激方向弁別においては毛帯外路
 系に比べ毛帯路系の方が重要な役割を担っていると
 結論された。
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 論文審査結果の要旨
ラットにとってヒゲ
の知覚に関わると考
の神経回路がある。
跨系・三叉神経核Sp
う。これまでに、こ
れている。それらの
に関しては毛帯路系
う仮説を立てた。本研
機能について研究を
 の破壊実験を採用した。
破壊実験に先立って、
本のヒゲの刺激方向
はno-go反応を行わせ
一えるようになった
(Pr5,Sp5i)や視床核(
毛帯路系に含まれる
上昇したが、毛帯外
誤答率に有意な変化
 いては毛帯外路系に比べ毛帯路系
本論文はラットのヒ
手段、及び電気生理
経核Pr5から視床核V
重要な働きをしてい
めて大きい。また本論
識を有することを示
 博士論文として合格と認める。
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